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about:talker

経歴

•高砂幼稚園 中退
•現在に至る

職業

•ライター 兼 サラリーマン
•ダメ人間



第一部

その青春



『ユースケース駆動開発実践ガイド』

•翻訳しました。
•ダグが「失われた奥義」
ロバストネス分析につ
いて熱く語ります。

•その熱が少しでも日本
に伝わればｳﾚｼｽ。

• Cockburnの「ユース
ケース実践ガイド」と紛
らわしくてごめんなさい。



第一部完

ご清聴ありがとうございました。



第二部

その誇り高き血統



ご協力お願いします



発端

•チーム内でのとある疑問

• Listを返すメソッドの結果がなかった場合
• nullを返すべきか
•要素数0のList（空のList）を返すべきか

List<String> getNames(int id);



どっちがいいと思いますか?





子供の言い合いになった

•ある男: 「nullを返すんですよーだ」
•別の男: 「ちがわい、空のリストを返すのが正し
いんだい」

• 「じゃあみんなに聞いてみようよ」

•っつーわけで他のメンバーに聞いたところ…



結果



結果

•ある男、火ダルマに

全員から
「フツーは要素0のリストだろ」
と言われてしまいました。

ジョシュア・ブロックも「要素0」に一票。



ということを…

•プロジェクトの日記でやりあっていました

•というだけの話です
•っつーか今回のテーマは「オブジェクト指向」な
ので少しでもそれに関係するような何かがな
いとまずいんじゃないかと思ってムニャムニャ



第二部完

ご清聴ありがとうございました。



第三部

未来への遺産



Diary Driven Development



読んだままです

• 「日記」が「開発」を「駆動する」

•日記によるコミュニケーションの加速
• 「コミュニケーションがチームを駆動する」
• 「チームが開発を駆動する」

チームコミュニケーションのコアが日記



DDDだと「Domain Driven Design」と
カブるので



DDDだと「Domain Driven Design」と
カブるので

コレね。



a brief history of D3



Wikiとかよく立ち上げるよね

• 「プロジェクトが新しく始まったよ～」
• 「コミュニケーションツールと言えばWikiだよね」
• 「だってみんな使ってるみたいだし」
• 「何か良さそうじゃない?」

•深く考えずにまずWikiありき。



でも実際どうよ藻前ら

モチベーション

時間

物珍しくて
みんな書く

コミュニケーション感
最高潮!!

だんだん
飽きてくる

Wiki記法
ﾏﾝﾄﾞｸｾ

情報古くて
誰も見ない

存在したことさえ
忘れられる



これを

• 「Wikiのスラム化」と勝手に名付けました



喩えて言うなら

モチベーション

時間

映画館とか
TDLにいく頃

二人っきりで
温泉にお泊り

だんだん
マンネリ

他の異性に
目が移る

誕生日さえ
忘れだす頃

「あたしたちもう
終りにしましょう」



喩えて言うなら

モチベーション

時間

映画館とか
TDLにいく頃

二人っきりで
温泉にお泊り

だんだん
マンネリ

他の異性に
目が移る

誕生日さえ
忘れだす頃

「あたしたちもう
終りにしましょう」



How we can prevent that?





それはたまたまでした

• 「昼ごはんに何食べたか忘れちゃうよ」
• 「Wikiにメモしておけば?」

• 「よーしそれじゃおとうさん毎日お昼をメモしち
ゃうぞ～」



D3はここから始まった







日々の仕事に関わるメモ



実装のネタを日記でまとめるぞ



ホントに日記っぽい話



他にもいろいろ書いてます

•動くかどうかも怪しいSQL文
•仕様の不明点をつらつらと列挙するスレ
•お勧め書籍の紹介
•顧客に対する（聞くに堪えない）グチ
•ネタ
•下ネタ

•お見せできないのが残念です（特に下ネタ）



こんなコミュニケーション

• SQLを書いておくと
–日記上でレビュー / インスペクションが始まる

•仕様の疑問点を書いておくと
–他人からツッコミ

•最後はあらゆる情報の伝達が日記経由に
– 「日記に使い方書いといたから読んでね」
–客先常駐者との連絡もメールじゃなくて日記でした



ktkr





2つの原則

• （なるべく）毎日 • みんなで書く



3つのプラクティス

•思いついたことをそのまま書こう
–制約があると書きたくても書けないよね
–継続的記述（Continuous writing）

•他人の日記にフォローを入れよう
–君は一人じゃないよ（チームを見よう）

•マネージャを巻き込もう
– 「開発者 vs 管理者」という図式をぶち壊す



っつーか「practice」って「実践」だろ



思いついたことをそのまま書こう

（俺日記 10/01）



ちなみにここのサイトです

要するに「リクスー娘に萌え氏ね」という指令。

実際はここに、問題となったサイトのスクリーンショットが貼ってありました。
リクルートスーツ（リクスー）のおねーちゃんの写真がたくさん上がっている

サイトです。って言葉で書いたほうが恥ずかしいですね。



他人の日記にフォローを入れよう

（ハマり日記 10/01）

実は全員
かなり真剣に

リクスー娘を選んだ（ｗ





マネージャを巻き込もう

（朝まで飲んだ日記 10/02 及び 10/05）

マネージャも
リクスー娘選びに参加

（アホだ）

ちゃんと
仕事もしてますケド





そんなこんなで

•今でも日記継続中
–開発そのものは終わったんですが
–ここまでWiki使ったの初めて

•いやWikiとして使ってませんから



まぁ何だっていいっちゃいいんですが



所詮は内輪受けですよ

•内輪受けバカにすんな
–チームの一体感
–チームの親近感

•喩えれば
–学祭の前の、クラスの妙な一体感
–よくわかんないけど楽しい
–普段話さないアイツとも仲良くなっちゃったりして



社内SNSとは違うの?

•結局は「内輪受け」というのが重要
•社内SNSだと広すぎて内輪感がないよね

–知らない誰かに見られることを意識しちゃう
– 「誰でも理解できるように」書くのって疲れる

• 「普遍的に面白い話」のポイント
–内輪受け
–下ネタ

• 「内輪」なのが「プロジェクト日記」の良さ



正直なところ

• 「何がいいの」と言われても
•まだきちんと分析できてません

•一つ言えるのは
•日記をバリバリ書いたこのプロジェクトは楽し
かった

• 「このチームで戦えてよかったよ俺」
•もう一回やってから、ちゃんと考えよう



Happy D3ing!

ガンガレ俺



あと、これよろしくお願いします


